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(ー〉

農
業
の
体
質
改
善
を

新
し
い
農
地
法
が
誕
生

一ー農
地
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
と
「
農
業
協
同
組
台
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律」

が
幻
年
7
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

乙
ん
ど
改
正
さ
れ
た
農
地
法
は
、
島
田
地
等
の
権
利
取
得
の
最
高
面
積
の
緩
和
、
農
業
生

産
法
人
に
つ
い
て
新
レ
い
規
定
が
設
け
ら
れ
た
乙
と
、
間
胆
地
等
の
信
託
制
度
の
新
設
に
伴

な
ろ
特
別
の
設
置
な
ど
が
主
な
改
正
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
、
改
正
さ
れ
た
農
地
法

の
要
点
記
つ
い
て
の
べ
て
み
ま
レ
ょ
う
。

定 liUJ-' iilj五 円

一
乙
と
に
な
る
場
合
に
は
原
則
と
し

主

な

改

正

点

一て
許
可
が
で
き
な
い
乙
を
な
つ

i
i
i
i
t
i

一て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
採
草
放
牧

-l

農

地

、

採

草

放

文

一

一

4
一地
に
つ
い
て
は
同
様
に
各
郡
市
に

一

地
の
権
利
取
得
の
一
よ
っ
て
ニ
町
一
反
か
ら
三
町
九
反

一

最
高
制
限
面
積
が
一
ま
で
六
地
区
に
む
付
ら
れ
て
制
限

一

緩

和

さ

れ

た

こ
と
一
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

一

改
正
闘
の
農
地
法
で
は
、

農
地
一
乙
の
規
定
か
改
正
さ
れ
、
最
近

一採
草
放
牧
地
を
買
受
付
た
り
、
借
一

の
農
業
技
術
の
発
展
そ
の
他
い
ろ

一受
げ
た
り
す
る
場
合
に
買
受
付
或
一
い
ろ
の
事
情
な
ど
を
考
え
、
経
蛍

一は
借
受
付
設
の
自
家
の
耕
作
面
積
一
規
模
の
拡
大
の
た
め
農
地
或
は
採

一
(
自
作
地
も
含
む
」
と
他
に
貸
付
一
車
故
牧
地
を
取
得
し
て
、
そ
の
結

一り
て
い
あ
貸
付
地
と
合
算
し
た
面
一
果
制
限
面
積
を
越
え
る
乙
と
に
な

積
か
、
農
地
に
つ
い
て
陪
、
長
崎
一
っ
て
も
、
取
得
し
た
あ
と
に
主
と

日県
の
場
合
弘
二
町
三
反
ま
た
は
こ
し
て
自
家
労
力
だ
り
で
は
効
率
的

一町
八
反
¢
制
限
面
相

(
各
都
町
に
一な
経
嘗
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

よ
っ
て
区
分
さ
れ
る
」
手
越
え
る
一
る
場
合
に
限
っ
て
許
可
で
き
な
い

赤
痢
、

小
児
マ
ヒ
の

と
と
に
し
て
農
地
等
の
取
得
の
制

限
を
ゆ
る
め
た
わ
り
で
す
。
自
家

労
力
に
よ
っ
て
効
部
的
に
経
営
が

で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

許
可
す
る
乙
と
を
原
則
と
す
る
ζ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

2
、
農
業
生
産
法
人

に

つ

い

て

新

し

い

規

定

が

設

け

ら

れ

た

こ

と

揖
事
組
合
法
人

{
今
回
の
農
協

法
の
一
部
改
正
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
」

合
名
会
社
、

合
資
会
社
、

有
限
会
社
の
四
種
顛
の
型
の
法
人

で
あ
っ
て
、
し
か
も
次
の
条
件
の

実
施
中
で
す

私
た
ち
の
手

指
は
な
く
て

は
な
ら
な
い

便
利
な
も
の

で
あ
る
反
面

厄
介
な
も
の

で
も
あ
り
ま

す。写
真
H

外

出
よ
り
帰

っ
て
子
を

洗
う
子
供

た
ち

全
部
を
そ
な
え
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
、
慢
地
、

・採
草
放
牧
地
む
と

の
橋
利
の
取
得
(
つ
宮
町
貿
受
付

借
受
付
な
ど
}
を
許
可
す
る
乙
と

に
し
た
も
の
で
す
。

な
お
同
時
に

最
高
制
限
面
積
の
規
定
も
は
ず
さ

れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
条
件
怯

ωそ
の
法
人
の
事
業
が
農
業

と
そ
の
附
時
事
業
に
限
ら
れ

る
と
と
。

と
の
附
梧
事
業
に
は
、

農
業

と
あ
わ
ぜ
行
な
う
桝
業
と
か

農
事
組
台
の
場
台
陪
最
業
に

係
る
共
同
利
用
施
設
の
最
置

ま
た
は
盤
作
業
む
供
同
化
に

闘
す
る
事
業
な
と
か
合
ま
れ

ま
す
.

仙
そ
の
法
人
め
構
成
員
は
す
べ

て
そ
む
法
人
に
盤
拙
な
ど
の

栴
剰
を
移
転
ま
た
は
般
定
し

て
い
る
個
人
で
あ
る
か
、
ま

た
は
そ
の
法
人
の
事
業
に
常

時
従
事
す
る
個
人
で
あ
る
乙

と。
制
そ
の
法
人
の
経
営
面
積
の
う

ち、

構
成
員
、以
列
の
者
か
ら

使
用
取
益
権
の
肌
限
定
ま
た
は

移
転
を
受
M
U
て
い
る
農
地
な

ど
の
面
積
は
二
分
の
一

未
純

で
あ
る
と
と
。

活
着
が
左
右
さ
れ
ま
す
。

天
候
当
一
ニ

t
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

水
艇
に
労
力
が
い
る
・

ム
ほ
う
れ
ん
草

演
事

・一対行人モ
ぷ

を
見
は
か
ら
っ
て
行
な
い
ま
し

乳

剤

千

五

百

よ

一

千

培

品

種
お
よ
び
播
種
期

品
種
H
ぬ
く
し
な
、

新
日
本
、

【

み

か

ん

】

ょ

う

。

門

秋

そ

さ

い

の

栽

培

】

ム

品

種

H
ア
メ
リ
カ
(
つ
草
案
、
次
郎
丸
、
(
九
月
上
旬
…

中
旬
は
苦
土
石
灰
、
肥
料
石

じ

り

)

か

ら

)

山

晴
天
、
乾
燥
が
続
く
と
、
灰
の
施
用
時
期
で
す
。
前
も
つ

い
九
げ
ん
は
食
生
活
の
変
イ

ム
播
種
期
日
八
月
申
、
下
旬
J

ム
レ
タ
ス

…

「は
だ
に
」
が
発
生
し
ま
す
。
て
単
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
叫
で
可
後
益
々
発
展
す
る
九
月
上
旬
と
な
り
ま
す
。
品
種
H
グ
レ
ー
ト
レ
イ
ク
ス
一
ニ
…

…

「は
だ
に
」
は
未
明
に
防
ぐ
よ
ま
た
星
温
州
の
結
果
樹
で

栽
培
に
あ
た
っ
て
問
題
点
を
そ
の
他
の
秋
そ
さ
い
さ
ハ
号
、

グ
レ
ー
ト
レ
イ
ク
ス
…

…
う
に
し
ま
し
ょ
う
は
、
申
旬
が
着
色
を
世
帯
ね

た

、

五

四
号
、
ウ
エ
ア
ヘ
ッ
ド
(
九
川

…
成
木
で
な
り
過
ぎ
た
樹
に
は
硫
黄
合
劃
の
散
布
時
期
で
す
。
挙
げ
る
と
つ
ぎ
の
と
お
り

で

す

の

品

種

と

播

種

期

月

上
旬
か
ら
)

…
加
盟
・
燐
酸
肥
料
を
追
肥
と
し
日
焼
の
多
く
出
る
国
で
は
、
水

F
J
K

ム

か

ん

ら

ん

ム

大

根

亡
、
施
し
ま

し

ょ

う

。

和

硫

草

委

う

よ

う

噂

備

し

て

土

著

書

な

い

。

品

種

H
委
理
組
、
言
葉
品
種
日
大
蔵
大
根
、
秋
草
…

…
し
か
し
、
多
過
ぎ
を
、
色
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一一
、
他
の
果
菜

(
ト
マ
ト
等
)
ニ
、
一ニ
号
(
八
月
下
旬
i
九
月

(九
月
上
旬
I
九
月
中
旬
)

川
着
き
や
品
質
そ
悪
え

す

る

の

で

顛

の

よ

う

に

栽
培
に
手
間
が
か

上
旬
)

ム
玉
ね
ぎ

…
施
肥
量
に
注
意
し

て

く

だ

さ

い

【

い

も

ち

病

】

か

ら

な

い

。

ム
花
や
さ
い

品
種
H
貝
塚
早
生
、
今
井
早
生

川

…

室

、
そ
の
他
の
被
害
妻
平
年
よ
り
発
生
が
多
く
見
受
一
ニ
、
栽
培
が
容
易
で
離
で
も
作
品
種
H
雲
仙
二
月
、
喜

一一一月

泉
州
貰

(
九
月
上
旬

t九
月
下

山

…
貯
て
、
書
し
た
樹
に
は
、
根
り
ら
れ
ま
す
の
で
、
樹
首
い
も

れ
る
。

博

回

壁
、

(
八
月
中
、
下
旬
旬
}

…
接
ぎ
君
旬
に
か
げ
て
行
な
い
ち
病
お
よ
び
技
梗
い
も
ち
病
と
四
、

栽
培
農

産

か

い
。

1
九

月

上

旬

)

ム

セ

ル

リ

1

…
樹
の
回
復
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
な
り
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
欠
点

ム

白

菜

品

種

H
コ
l
ネ
ル
六
}
九
、
ふ

苗
木
を
つ
く
る
場
合
の
芽
接
の
で
出
穂
前
の
薬
剤
般
市
を
い

一
、
資
材
費
が
か
さ
む
(
支
柱
品
種
N
長
交
ニ
一号
、
長
交
四
元

l
ル
ユ
夕
、

(
九
月
上
旬
l
九

一

川
ぎ
の
時
期
で

す

。

た

し

ま

し

ょ

う

e

竹
)

長
交
理
組
、
岐
阜
交
配
四
号
、
月
中
旬
)

刷

…法

ぐ
時
の
天
候
の
良
し
癒
し
で
襲
剤
は
水
銀
粉
剤
十
ア
ー
ル
ニ
、
肢
か
く
、
出
荷
に
集
中
的
(
九
月
上
旬
J
九

月

中

旬

)

(

県

改

良

普

及

附

)

I

川
そ
の
法
人
の
常
時
従
事
者
た

る
構
成
員
が
議
決
権
の
過
半

数
を
占
め
る
と
と
。

ωそ
の
法
人
の
必
要
労
働
力
の

う
ち
構
成
員
以
外
の
者
に
依

3
、

農

地

な

ど

の

信

託

制

度

の

新

設

に

伴
う
特
例
が
設
り

ら

れ

た

こ

と

を
取
得
し
、
ま
た
は
そ
の
信

託
の
結
了
に
よ
っ
て
そ
の
委

託
者

(ま
た
隠
そ
の

一
般
承

継
人
)
に
所
有
権
を
移
転
す

る
場
合
に
は
農
地
法
第
三
条

の
規
定
に
よ
る
県
知
事
の
許

可
憾
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

加
信
託
事
業
を
行
な
う
農
協
の

予
防
は
ま
ず
手
洗

か
り
し三お

寸“知八
iti日せ月
内まし十
一 でま目
斉 モし号
芋 デ た の
話Jレよ市

地う政
行 区 にだ
運 を 、よ
動指九り
を 定月で

存
ず
る
部
分
が
二
分
の

一以

下
で
あ
る
乙
と
。

一例
そ
の
法
人
の
利
益
配
当
に
つ

い
て
は
、

定
款
で
、
従
事
分

そ
れ
は
お
そ
ろ
し
い
伝
染
病
で

盤
配
当
す
る
旨
ま
た
は
年
六

分
を
こ
え
な
い
範
囲
内
で
出

あ
る
赤
痢
、
小
児
マ
ヒ
、
腸
テ
フ

ス
パ
ラ
チ
フ
ス
、
コ
レ
ラ
等
は

ず

資

配

当
を
し
、
な
お
余
剰
が

ベ
て
そ
の
菌
が
口
か
ら
入
る
掛
合
あ
る
と
き
は
従
事
分
量
配
当

去
る
六
月
十
二
日
よ
り
心
配
C
一
心
配
ご
と
の
あ
る
万
は
ど
う
ぞ

か
多
い
か
ら
で
す

h

そ
乙

で

い

つ

を

す
る
旨
定
め
ら
れ
て
い
る
一
と
相
辞
附
を
大
村
商
工
会
議
所
で
一
遠
臓
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

主

要

楕

潔
じ
し
私
た

ち

の

身

乙

と

。

百

般

し

ま

し

た

が

、

商

工

会

輯

旦

相

談

内

容

お

よ

び

件
数

家

屋

誌

を

追

放

す
る
た

め

以

上

が
そ
の
条
件
で
す
が
、

特一

の
改
築
工
事
の
た
め
大
都
通
り
一
生
活
に
関
す
る
相
談
十
二
件

に
外
出
か
ら
帰
っ
た
と
き
.
食
事

一に
注
意
を
要
す
る
乙
と
は
、

株
式
一
九
億
営
業
所
前
む
山
口
セ
イ
さ
ん
一
内
臓
に
関
す
る
相

談

ご

件

の
前
、
用
便
役、

炊
事
削
に
は
必

一品
司
法
、
い
か
に
以
上
の
六
つ
の
一

宅
で
重
火
曜
臼
金
輔
自
の
二
回
一
就
職
に
関
す
る
相
談

ご

件

ず
ク
レ
ゾ
ー
ル
被
な

さ

手

乏

条

件

露

た
し
て
い
て
も
農
業
生
一
開
い
て
お
り
ま
す
。

一

貫
金
借
全
開
す
る
相
談

う
よ
う
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
夏
人
と
し

忍
J
ら
れ

て

よ

E
E
E盛
田

富

一

一

干

一

件

一

一

5

i
久
郎
井
石
ト
キ
山
口
セ

イ

一

医

療
記
関
す
る
相
談

一
件

な
お
肘
内
薬
凶
で
は

ιの
運
動

一
い

乙

と

で

す

一

一
家
庭
不
筑
に
関
ヲ
る
相
談
一
件

期
間
中
は
特
別
価
格
に
亡
ク
レ
ゾ
一
そ
し
て
こ
れ
ら
の
農
業

量

生

罪

腕

一

富

永

次

郎

知

一

児
童

ι関
す
る
相
談

四

件

!
ル
液
信
販
売
し
て
お
り
ま
す
の
一人
が
前
記
の
条
件
を
満
た
し
て
い
一
浄
弘
川
口
博
の
八
氏
で
す
・

一

更
生
保
腫
記
関

Z相
談
一
件

で
お
求
の
う
え
、

手
洗
運
動
に
と
一る
か
ど
っ
か
に
つ
い
て
は
農
業
蚕
一
六
月
十
一
百
よ
り
八
月
十
七
日
一

震

に
闘
す
る
相
談
土
ハ
件

協

力

く

だ

さ

い

。

一

員

会

が

調
査
把
握
す
る
と
と
に
な
一
ま
で
の
謀
容
お
よ
び
件
数
は
一

結
婚
に
関

Z相
談

一

件

購
入
券
は
保
険
衛
生
観
に
あ
り
一

り
ま
す
。

一つ
ぎ
の
と
お
り
に
な
っ
て
お
り
ま
一
語

審

ま

す

。

(

保

険

衛

生

課

)

一

-

す

。

合

計

六
十
六
件

ω農
業
協
同
組
合

(
以
下
農
協

と
い
う
)
が
農
地
な
ど
の
信

託
の
引
受
付
に
よ
り
所
有
精

い
そ
が
し
い

心
配
ご
と
相
談
所

(ロ0'i (3) 

合よ日 た賃 たらも前 産 そ す 次 要 定 う 貿て熔け農た地そ定作小所
りが は 管場とのか にの。 の どにと 貸委了て協 しなのは地作有
一 、そ 借合 かで品つ賃 棋なよさ借託のいがまと農適な地す
年 信 白 の )らあ 既 い 貸 合 りるはめ者際る信せの協 用どな る
以 言L塑綜 のるにて惜 は ま 知 法 解にに 場 言Eん 面の し のど借
上旬間了 IJ、臨存 {言 力、 詐rし 事 館約引、合 財 。 積 所 ま 慨 に 託
前経 の す 作 合在百七 そ・ I.iJたれ ニ なき原そ産 に有 せ 有つ 財
に了前 る 地 (しの の かの許 十ど 渡 状のぞ もす ん 信TIい 産
なす 了日 でつて引慣 必た可条 をす に 信 貸 算; る~ ~.lY てで
る るす、 あまい受託 弘I だ はの行た復 託 レ 入 iJ~ まのはあ
場 臼 るま つり たり財 ℃し不規 なめ じの付 い作た規小る

促で 大冊代売ち
進、 11有惇払不以 (8) (2) (1) 村
吉開る者りヤ要上受 信 は 言七地自託 小創ら 民 自 にの 次で 信 がのの合そ
れ 拓乙 ι~ I~ 鈷の人託でとと作(作最売地 作な 引のな 用で信規まの
一不とーな・な tまる引きしあ損1，た鈍!土佐渡 法 僻つ受もり事き託定た賃
ゆ製 K 般っととカ 指 産 る セ わ ま だ な σJさ iJ創てげむれ業る事tc.. 貸
く地な志 、これの 、主主の ι旨|ゼ 7こしと貸れど 散 いが にはを農業 よ 農 信
む ℃ 継いま旧聞~ tt '-きて fj小む付た k 特までつな曾也 唱を つ業を

と 克 て人ま で 所拓る受 受貸自作貸週 、よ別~きいりむは行て極癖
で 払いにし所 有財 も人 りイサ作 地村用いつ措 。なでま総いえま践繭除

持522雪枝15君22Z需を易黒 225皇室2252



(二)(示329号)よ大村市 政だ

盆
踊
り

コ

古
町
五
区

ン
ク

!
ル

連
続
優
勝

川

最
近
は
、
麗
機
具
、
農
薬
の
進
り
が
殻
の
う
す
い
卵
を

生
め
ば

断
を
受
け
悪
い
と
と
ろ
は
阜
く
手
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
き
き
め
が
す
る
も
の

川
一
〉
--
J
・シ三一
V
J
Y
N
・日
・λ
-
J
J

・-1
--eJV
-
J
--ji--1Jur

・一C
J
V
J
V

・~・・・ハ
-N
-
一-一-N
-
N

・J
・-

あ
る
の
か
ま
た
ど
う
す
れ
ば
発
展

供

誇

訪

れ

採

れ

り

ゃ
ら
な
け
れ
ば

告

す

な

体

に

し

て

坊
主

的

在

日

住

民

日

立

な

一

一

月

二

人

る

だ

む

ね

い

信

号

待

能

川と
も
な
り
ま
す
と
、
は
げ
し
い
労

し
か
し
人
閣
の
体
の
申
の
故
障

ま
た
、

…概
一概
に
油
が
き
れ
る
と
な
い
よ
う
に
、
毎
日
取
る
よ
う
、

祭

器
削
の
家
事
労
働
を
少
く
す

U
H
r忠仁
K
JrMJv
til--γ
一九十一一
ぷ

LJNnruhrupA刀にい
.u万
三
五
浮
世
智
受
付
ら
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し

川働
、
栄
養
不
足
、
睡
眠
不
足
な
ど
は
、
よ
ほ
ど
悪
化
し
な
い
と
わ
か

機
械
は
動
か
な
ぐ
な
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
、
心
が
け
て
お
き
ま
し
る
た
め
、

保
存
食
な
ど
燐
近
所
で
川
一

ま

す

。

一

小

児

マ

ヒ

予

防

接

種

ム
ア
メ
ガ
タ
四
・
八
キ
ロ
グ
ラ
ム

帆で
ま
だ
ま
だ
健
康
弘
信
害
し
て
い
る

'

ょ
う
。

共
同
で
作
り
碩
繁
朗

に

そ

な

え

る

川

一

な

お

診

断

申

込

書

は

商
工
水
産

設

リ

良

好

い

詩

農

関

期

に

体

力

の

回

復

を

も

持

誌

併

記

の

れ

れ

れ

尚

子

義

一
一

一

目

立

日

点

マ

ム

ヨ

見

守

げ

フ

ッ

開

間

お

り

は

れ

で

す

一

t

r

カ
l
六
百
五
十
グ
ラ
ム
諏
訪

川く
す
る
た
め
努
力
す
る
と
同
時

に

な

る

も

の

⑨

肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
期
を
元
気
で
働
く
よ
う
に
す
る
た

川一

ヒ
の
ソ
l
ク
・

ワ
ク
チ
ン

(注
射

ム

外
部
診
断
H
庖
舗
の
新
噌

一

町

溝
上
智
彦

川担
の
農
繁
期
で
過
労
に
お
ち
い
つ
ら
な
い
た
め
、
つ
い
見
ず
と
し
て
人
間
の
体
に
も
栄
養
を
与
え
な
け
製
品
牛
乳
の
よ
う
な
私
た
ち
の
血
め
に
も
う
一

度
、
我
が
家
の
生
活
川一

)
に
よ
る
予
防
接
種
の
ご
回
目
を

改

築
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
な

一

ム

金
三
千
円
大
村
婦
人
会

川て
い
る
人
が
多
い
の
で
、
少
し
で
い
る
乙
と
が
多
い
も
の
で
す
。
れ
ば
体
を
か
た
ち
つ
く
っ
て
い
る

や
肉
や
骨
に
な
あ
も
の
@人
容
、
を
ふ
り
か
え
っ
て
農
閑
舶
の
ず
と

止
つ
ぎ
の
と
お
)
行
よ
ー
ま
ず
。

uι
適
凶
に
指
導
レ
て
く
れ
ま
す

一

s

f

b

ム
米
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
市
内
某
氏

山富

く

体

害

復
さ
せ
る
事
が

大

駄

の

農
繁
期
に
そ
な
え
て
、

農

い
ろ
い
ろ
な
機
械
が
盟
か
な
く
な

索

、
ピ
ー
マ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
な
し
方
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り

止

な
お
、
該
当
者
柱
、
は
が
き
ム
金
二
百
円

辻
田
町

市

卒

ム

内
部
診
断
H
自
分
の
屈
は

川凶
で
す
.
耕
転
機
が
故
障
す
れ
ば
機
具
や
納
屋
の
手
入
れ
を
す
る
よ
り
ま
す
。
栄
養
は
作
物
の
肥
料
と

ど
の
野
菜
類
、
く
だ
も
の
類
海
そ
ま
す
。

止
で
通
知
、
た
し
ま
す
。

売
よ
は
相
当
あ
る
の
に
利
益
が

一

b

四
郎

川す
ぐ
に
修
理
し
ま
す
し
、
に
は
と
う
に
私
達
の
体
も
一
応
、

健
康
診
同
じ
よ
う
に一

度
に
た
く
さ
ん
与
う
類
の
よ
う
な
体
の
調
子
ぞ
よ
く

川一

ム
実
施
日
左
場

附

少

い
場
合
な
ど
ど
う
い
う
と
乙

じ-M

一9
月

昔

日
市
保
険
壁
掛
ハ
古
着
一
ニ
十
点
上
小
路
松
野
ろ
に
無
駄
な
経
費
を
つ
か
つ
て

少

年

ソ

フ

ト

一9
月
日
日
H
市
立
病

院

巌

い
る
か
な
ど
で
帳
簿
上
か
ら
診

ポ

l
ル

大
会

開

封

一

9
月
M
日
H
竹
告

書

〈

菓
子
三
袋

詰

人

二

名

断

し
て
く
れ
ま
す
。

し

れ

結

諮

問

一

三

浦

日

諮

問

ム

計

百

円

打

詩

九

月

の

巡

回

相

談

よ
る
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
一

(

護

衛

義

}

フ

ン
ド
シ
十
二
本

水
主
町
婦
申
小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は

一

人

会

毎
月
第
四
木
昭
日
に
中
小
企
業
の

盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
敬
老
院
へ
お
く
り
金
千
三
百
円
中
央
婦
人
会
副
皆
様
の
経
営
上
の
相
談
に
応
じ
る

乙
れ
は
毎
年
額
訪
池
田
地
区
の
一

一

会

長

舛

十

五

名

た

め

巡

副

相

談

を

行

っ

て

お

り

ま

防
犯
組
合
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
一

も

の

一

ム

週

間

雑

誌

二

十

五

キ

ロ

グ

ラ

ム

す

の

で

経

皆

上

の
悩
栓
も
っ
て
お

青
少
年
の
不
良
化
防
止
の
見
地
に
一一

ム
図
書
(
健
康
ζ
長
寿
法
)
一
町
下
波
止
記
内

武

夫

ら

れ

る

万

は

気

軽
に
相
談
さ
れ
る

立
っ
て
と
れ
を
善
導
し
、
明
る
い

一

古
町
第

二

ノ

五

渡

辺

美

(

福
祉
事
務
所
)
ょ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

社
会
を
作
る
た
め
の
も
の
で
す。

一

な

お
九
月
に
は
つ
ぎ
の
要
領
で
実

参
加
チ
l
ム
は
十
一
ニ
町
団
体
で

一

企

業

の

欠

点

を

無

料

で

診

断

施

い
た
し
ま
す。

選
手
は
約
二
百
名
に
の
ぼ
り
ま
し

一

ム

期
日
お
よ
び
届
所

た。

一

県
中
小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー
で
お
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
自
分

の

百

二

十

七

日

午

前
十
時

優
勝
は
東
諏
訪
チ
l
ム、

準
優
一

は
中
小
企
業
の
健
全
な
発
展
を
は
庖
は
ど
う
も
利
益
か
少
な
く
鞘
展
場
所
H
大
村
商
工
合
議
所

勝
池
田
九
区
、
三
位
は
池
田
十

二

か
る
た
め
企
業
の
診
断
を
無
料
で

性
が
な
い
が
ど
ん
な
所
に
欠
点
が

(商
工
水
産
課
)
』

区
チ
l
ム
で
優
勝
力
ッ
ブ
と
全
チ

一

|
ム
に
参
加
賞
が
お
く

ら

れ

ま

し

圃

た。

叩
た
の
し
い
市
民
運
動
会

円
凡

申
込
は
九
月
十
五
日
ま
て

恒
例
の
市
民
運
動
会
は
今
年
第
一
ム

六
回
自
治
迎
え
ま
す
が
今
年
は
と

く
に
町
内
ま
た
は
公
民
舘
対
抗
の

競
技
属
目
を
あ
ら
た
に
取
り
入
れ

老
い
も
若
き
も
打
そ
ろ
っ
て
参
加

し
て
も
ら
い
、
た
の
し
い
、
面
白

い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
日
と
し

た
い
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

ふ
る
っ
て
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ

概
裂
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

ム

日
時
H
九
H
三
十
日
(
日
)

九
時
半
か
6

場
所
H
大
村
市
営
グ
ラ
ウ
ン

ド
(
玖
島
崎
)

ム

最
近
大
村
市
内
で
自
転
車
か
利
一

ム

交
差
点
や
丁
字
路
で
は
徐
行

一

意

レ

な
が
ら
進
行
す
る
と
と
川

用
さ
れ
る
か
た
の
不
注
意
に
よ
る
一
し
、

左
小
曲
り
右

寄

り
を
玄

ニ
人
乗
り
は
危
険
で
す
か
ら

…

交
通
事
故
が
多
く
宛
生
し
て
お
り一

実
行

す

る

こ

と

。

一

乗
ら
な
い
よ
う
に
す
る
乙
と
一

.
ま
す
.
自
転
車
に
操
ら
れ
る
皆
さ
一
ム
横
道
か
ら
急
に
出
る
乙
と
E一

日

盟

ん
が
交
通
事
故
場
起
き
な
い
た
町
一

く
必
ら
ず
徐

官

、
右
と
ど

ム

誌

を
通
る
と
き
は
必
ら
ず
…

一

一

一

一

時

停

車
し
安
全
巻
確
認
す
川

一

目

圃

る

と

と

。

‘

1
慨
に
つ
ぎ
の
と
と
を
確
実
記
守
っ
て

一

の

安
全
を
確
認
す
る
と
と
。一

月

一町

一

た

え

な

い

交

通

事

故

ム

ブ
レ
ー
キ
、
ラ
イ
ト
な
ど
は

吋

詔

一

自

転

車

利

用

に

わ

出

忠

完

全

に
整
備
す
る
と
と。

…

一

d

無
謀
な
疾
走
を
し
な
い
よ
う
川

和
問
一
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
レ
ま
す
。

一ム

に
す
る
こ
と
。

昭

平

一

一

(
大
村
警
察
署

一

守

っ

て

も

ら

う

こ

と

一色

和
一

一
ム

大

村
市
交
通
全
豊
富
)

川

旦

ム

車

道

の
左
側
端

JZら
ず
一

一

一

列

で

進
行
す
る
乙
と
。

一

間
例
の
夏
の
崩
し
で
あ
る
ほ
ん一

し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
チ

お
ど
り
大
会
以
八
「片
十
六
白
、

十
一
i
ム
は
古
町
五
区
、
松
並
、
諏
訪

八
日
、
十
九
日
の
三
日
間
大
村
部
一水
田
一
区
の
四
チ
l
ム
で
、
各
々

隊、

伊
掛
町
遊
園
地
、
諏
訪
公
民
一
離
題
曲
「
玄
ん
ま
る
踊
り
」
な
ら

舘
聞
広
場
で
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
一び
に
自
由
曲
L
よ
っ
て
手
拍
子
ょ

う
ち
わ
に
ゆ
が
た
が
げ
の
市
民
多
一ろ
し
く
明
を
者
一そ
い
、
接
戦
の
宋

数
が
参
加
レ
、
た
の
し
い
一

夜
を
一
古
町
五
区
チ
l
ム
が
昨
年
に
つ
づ

す
ご
し
ま
し
た
ω

一い
て
二
度
目
の
栄
冠
を
鍾
得
し
ま

第
二
回
盆
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
も

一
し
た
.
二
位
松
並
、
一
一
“
位
諏
訪
.

八
月
ふ

八
日
午
後
八
時
よ
り
中
央
一
四
位
郡
田
チ
1
ム
の
順
で
し
た
。

児
童
遊
園
地
に
お
い
て
に
ぎ
に
ぎ
(
商
工
水
産
課
)

(毎月1日.10.日日日発行〉

一ム

話
そ
し
な
が
ら
横
に
な
ら
ば
一

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一

曲
ろ
う
と
す
る
と
き
は
必
ら
一

ず
そ
の
手
前
(
約
三
十
メ
l
一

ト
ル
)
か
ら
手
合
図
し
、
注

種①
町
内
(
公
民
館
)
対
抗
競

技徒
歩

リ
レ

i

(
大
人
男

女
)

ボ
ー
ル
付
り
リ
レ
l
(大
人

男
女
}

二
人
三
脚
リ
レ
1
(大
人
と

子
供
)

徒
歩
リ
レ

l
(子
供
)

綱
引
(
大
人
子
供
現
合
)

②
団
体
対
抗
競
技

消
防
団
分
団
対
抗

婦
人
会
支
部
対
抗

青
年
団
地
区
対
抗

職
届
対
抗
、
高
校
対
抗

③
マ
ス
ゲ
ー
ム
全
員

(入
場

行
進
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
)

婦
人
会
マ
ス
ゲ
ー
ム

小
中
学
生
マ
ス
ゲ
ー
ム

申
込
み
期
日
お
よ
び
場
所

町
内

(
公
民
館
)
檀
目
は
九

月
十
五
日
ま
で
教
育
蚤
員
会

事
梢
局
社
会
教
育
謀
運
動
会

係
あ
て
、
そ
の
他
く
わ
し
い

と
と
は
市
教
育
委
員
会

(喧

話
二
四
五
七
番
)
へ
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。(

教
育
蚤
員
会
)

目

十
月
十
六
日

殉
国
者
秋
季
慰
霊
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ω結
果
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プ
を
作
り
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殉
国
者
秋
季
慰
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祭
巻
十
月
十

し
ゅ
を
す
る
と
と
に
き
ま
り
、
九

一六
日
三
誠
忠
霊
塔
で
行
い
ま
す
.

月
の
申
旬
、
実
施
地
の
指
導
を
す

一昨
年
ま
で
は
十
月
二
十
日
に
行
つ

る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
.

一て
お
り
ま
し
た
が
本
年
は
十
六
日

加
工
費
は
一
時
間
あ
た
り
二
十
一
日
L
実
施
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

円

t
三
十
円
程
に
な
る
予
定
で
す
一
ま
す
.
(
福
祉
事
務
所
)

家
庭
内
職
相
談
員
き
ま
る

長
崎
県
内
職
公
共
職
業
補
導
所
一
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
く
の
要

で
は
乙
の
ほ
ど
県
内
に
八
名
の
内
一
望
が
あ
り
ま
じ
た
が
、
い
よ
い
よ

職
相
務
員
を
委
嘱

υ内
職
補
導
に
相
談
員
も
決
定
い
た
し
ま
し
た
の

あ
た
る
乙
と
と
な
り
ま
し
た
。

で
、
八
月
二
十
五
日
甑
訪
公
民
館

大
村
市
で
は
乾
馬
場
郷
七
八
五
で
県
の
内
職
椅
導
所
長
宅
招
き
、

番
地
大
岡
輝
子
さ
ん
が
委
賦
さ
れ

指
導
栓
う
け
ま
じ
た
。

ま
し
た
.初

の
内
職

指

導

会

開

く

内
職
希
望
に
つ
い
て
は
今
ま
で

〔写真)市の消防本部に取 りつけられ、自動

的に降雨量を記録する、気象庁検定型雨量計

な
お
九
月
七
日
午
前
九
時
半
よ

り
大
村
市
中
央
公
民
舘
に
県
内
職

業
補
導
所
長
を
招
き
内
職
に
関
す

る
打
合
せ
会
を
い
た
し
ま
す
の
で

内
職
ご
希
望
の
万
は
多
数
お
出
席

く
だ
さ
い
。
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、ー自

記

雨

量

計

を

設

置

一

今
ま
で
は
、

簡
易
雨
量
計
を
用

一集
用
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
が
弼

ー

一い
て
お
り
ま
し
た
が
、
と
ん
ど
の一

生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
な
ど

市
の
消
防
本
部
V
自
記
雨
量
計
一
雨
量
計
は
自
動
時
に
記
録
出
来
る
一そ
の
水
防
対
策
上
重
要
な
資
料
と

を
設
置
し
、
降
雨
量
の
観
測
を
区
一気
象
庁
検
定
型
で
す
。

一な
る
降
雨
量
を
的
確
に
把
握
す
る

じ
め
ま
し
た
。

一

と
の
雨
量
計
は
台
風
や
と
く
に
一乙

と
が
出
来
ま
す
。
(
消
防
本
部
，
〉


